
  

EasyISTR ver 2.24-170109の紹介

シェル、ビーム要素にモーメント入力追加
 （等分布荷重の処理を高速化）
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1．　シェル、ビームにモーメント入力追加

731 761

741 781

611 641

6自由度要素 3自由度要素（solid混在型）
　回転：dummy節点に設定

1-1.　使用できる要素（シェル、ビーム）
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1-2.　設定方法（cntファイル）

!CLOAD
load, 1, 0.0
load, 2, 0.0
load, 3, 0.0
dummy_load, 1, 0.0
dummy_load, 2, 0.0
dummy_load, 3, 2.0

!CLOAD
load, 1, 0.0
load, 2, 0.0
load, 3, 0.0
load, 4, 0.0
load, 5, 0.0
Load, 6, 2.0

節点グループ：loadのZ軸回りに「2.0Nm」の
　　　モーメントを印加する方法

6自由度要素 3自由度要素

自由度「6」に「2.0」をセット dummy節点グループの
自由度「3」に「2.0」をセット

dummy節点グループは、
unv2fistrメッシュ変換時に作
成する
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1-3.　設定例（solid混在モデル）

0.4

0.4

0.4

0.1

0.05断面

fix

LoadL
等分布モー
メント
（2Nm）

toBeam1(face)

toBeam2(line)

このモデルでunv形式のメッシュを作成し、
unv2fistr変換する。
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１）　メッシュ変換（unv　→　fistr）

unv2fistr変換により、
シェル、ビームの3自由度要素の
NGRPには、dummyのNGRPが
追加される。
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2）　境界条件の設定

「fix」面は、solidの為、変位のみ拘束
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3）　荷重（モーメント）の設定

シェルの端面「loadL」のY軸回りに
　「2.0 Nm」のモーメントを印加

この設定により、dummy節点グループに
モーメントが設定される。

7/15

今回追加



  

4）　cntファイルの設定結果

!BOUNDARY, GRPID=1
fix, 1, 1, 0.0
fix, 2, 2, 0.0
fix, 3, 3, 0.0
!CLOAD, GRPID=1, forceType=trueForce, value=0.0, 0.0, 0.0, 0.0, 2.0, 0.0
loadL, 1, 0.0
loadL, 2, 0.0
loadL, 3, 0.0
dummy_loadL, 1, 0.0
dummy_loadL, 2, 0.0
dummy_loadL, 3, 0.0
1522, 1, 0.0
1522, 2, 0.0
1522, 3, 0.0
2102, 1, 0.0
2102, 2, 0.125
2102, 3, 0.0
    :
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5）　計算結果

最大変位：2.082e-5 m

δ=
Ml2

2EI
=

2.0×1.22

2×70e9×1.041e-6
=1.976e-5

モーメントによる片持ち梁のたわみ

ほぼ、合致している。
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1-4.　設定例（シェルのみモデル）

1.2 x 0.1 m  (t=0.05)

fixL loadL

1)　メッシュ変換

・シェルのみの為、メッシュ変換後は、
　6自由度要素（741）に変換される。
・dummyのNGRPは、作成されない。
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2)　境界条件の設定

6自由度要素の為、
変位と回転を拘束。

11/15



  

3)　荷重（モーメント）の設定

シェルの端面「loadL」のY軸回りに
　「2.0 Nm」のモーメントを印加
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4）　cntファイルの設定結果

!BOUNDARY, GRPID=1
fixL, 1, 1, 0.0
fixL, 2, 2, 0.0
fixL, 3, 3, 0.0
fixL, 4, 4, 0.0
fixL, 5, 5, 0.0
fixL, 6, 6, 0.0
!CLOAD, GRPID=1, forceType=trueForce, value=0.0, 0.0, 0.0, 0.0, 2.0, 0.0
loadL, 1, 0.0
loadL, 2, 0.0
loadL, 3, 0.0
loadL, 4, 0.0
loadL, 5, 0.0
loadL, 6, 0.0
2, 1, 0.0
2, 2, 0.0
2, 3, 0.0
2, 4, 0.0
2, 5, 0.125
2, 6, 0.0
    :



  

5)　計算結果

最大変位：１．９６７e-5 m

δ=
Ml2

2EI
=

2.0×1.22

2×70e9×1.041e-6
=1.976e-5

モーメントによる片持ち梁のたわみ

ほぼ、合致している。
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3．　まとめ

シェル、ビームの６自由度、３自由度要素とも、
　同じ感覚で、変位・回転拘束、荷重・モーメントの設定が可能

等分布荷重の設定は、アルゴリズムの変更により、
　設定時間が1/10に短縮できている。
　（設定面のface数4000ヶの場合：60秒→4秒に短縮）

詳細は、「EasyISTR-manual-2.24-170109.pdf」参照
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